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研究成果の概要（和文）：本研究では、価値葛藤におかれやすい社会福祉援助者の「省察」が、

実践における「感情」や「違和感」を契機とした一連の思考過程であることを指摘し、それを

意識化できる研修・学習モデルとしてプロセスレコードを活用した省察の方法を提示した。 

 
研究成果の概要（英文）：This research considered the function of reflection for 
the social worker who experiences value conflict in a variety of cases. As a 

result of interview investigation, the study shows the role of reflection, in decision-making, 

where a social worker’s feelings and/or a sense of incongruity, become a catalyst leading the 

thinking process. A study/training method utilizing the Process Record was shown to be an 

effective method for considering feelings; a sense of incongruity; and internal conflict. 
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１． 研究開始当初の背景 

 価値実践といわれる社会福祉援助実践に
はさまざまな価値葛藤を生じやすい状況に
おかれることが多い。そのため、価値葛藤へ
の対処がうまく機能しないとバーンナウト
（燃え尽き症候群）や離職が高率で生じてし
まう。しかし、他方で価値葛藤を乗り越えた
ところに援助者としての成長があることも
また事実である。従って、さまざまな価値葛
藤といかに対峙し、対処するかが重要な実践
課題となってくる。価値葛藤を経験する援助
者からすれば、それはある種の感情経験でも
あり、心理的な疲弊感も伴う。認知行動理論
の立場からは、認知が変われば感情も変化す

ることが指摘され、感情を契機として認知の
ありようを自覚し、変容させることの意義が
見出せる。これを前提とすると、「感情」を
契機とした援助者の省察が可能となり、それ
によって価値葛藤への建設的な対処が可能
になると考えられる。本研究では、そのよう
な省察のあり方を促進する研修・学習モデル
を検討する。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、社会福祉援助実践を担う
援助者が、実践活動において生じる葛藤や困
難場面においてどのような「省察」行為を行
っているのかを明らかにするとともに、省察
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を促進する独自の研修プランや教育方法を
提案することである。 

 

３． 研究の方法 

 具体的な方法は以下のとおりである。 

 第一は社会福祉実践の理論であるソーシ
ャルワーク理論の約100年の歴史を振り返り、
理論が実践者の感情をどのように扱ってき
たのかの言説を批判的に分析する。これによ
り、感情についての言説のオルタナティブを
提示する。 

 第２は、「省察」の機能・構造を明らかに
するために、価値葛藤を強く経験する社会福
祉実践者の経験を主題にした質的研究を実
施する。 

 第３に、「省察的実践」を促進するために、
プロセスレコードを活用した研修・学習モデ
ルを提示し、社会福祉士養成教育における実
習指導で試行的取り組みを行い、その方法に
関するメリット・デメリットや課題を明らか
にする。 

 
４． 研究成果 
(1) 社会福祉援助実践の理論であるソーシ
ャルワーク理論史の検討から援助者の「感
情」に関する言説分析を行った結果、管理・
制御すべきものとして個人の問題へと帰属
しながら規範的に感情を統御する必要性が
強調されてきたことを明らかにした。また、
限定的ではあるが近年になって、燃え尽き症
候群との関連や感情労働の立場から、ワーカ
ーの感情経験にも関心が寄せられているこ
とを指摘した。しかしながら、「感情」の疲
弊に関する弊害など「感情」のネガティブな
側面への注目が中心であった。本研究では、
「感情のシグナル機能」という独自の概念を
生成し、「感情」を契機として省察を促進す
るような意識的な活用の道筋を提示した。 

 
(2) 社会福祉実践における援助者の「省察」
の構造と過程を明らかにするための質的研
究を実施した。具体的には、こども虐待とい
う葛藤の高い社会福祉問題を抱える母子生
活支援施設の援助者の経験を、約 2 年の参与
観察のデータ等をもとに、葛藤状況に注目し
て分析した。 

結果から援助者は、養育者の立場と子ども
の立場の対立、養育者に対する否定と肯定、
介入・支援・見守りの状況判断の難しさ、ス
タッフ・ワーク上の挑戦のなかに投げ込まれ
ていることを指摘した。また、これらの葛藤
状況は容易に整理できない複雑な要因のな
かで混とんとしており、援助者全員に否定的
な感情や違和感が強く経験されていた。そし
て、葛藤の対処には３つの実践的方向性が見
出された。第１は、養育者を理解しようとす
る意志からの撤退、第２は育児スキルへの教

育的介入、第３は状況判断にゆだねるであっ
た。多面的な省察が機能しないと、不適切と
考えられるもの（第１の方向性）もあり、そ
れ以外のものも、決してうまく進展したとは
いえなかった。 

以上のことから、援助者の価値葛藤の表現
としてあらわれる否定的な「感情」や「違和
感」を契機として、意識的に省察を発動させ
る必要性が明らかになった。 

これらのことから、省察を通して、固定的
で硬直化した「虐待するひどい母」「かわい
そうな子」というカテゴリー化を問いなおし、
「カッコにいれてずらしていく」というソー
シャルワークの戦略的行為が重要であるこ
とを指摘した。そして、そのようなカテゴリ
ー化の省察の契機（サイン）となるのが、自
らに生じている感情や情緒的葛藤だと指摘
した。 

 
(3)省察を意識的に促進するためのツールと
して、プロセスレコードを用いた独自の研
修・学習モデルについてまとめた冊子を独自
に作成した。これは、社会福祉士養成課程に
対象を絞り、教育に携わる教員数名に協力を
得て、主に北米で活用されているプロセスレ
コードを用いた実習指導の方法を参考に、日
本の現状に応じたかたちで検討して作成し
たものである。 

 プロセスレコードとは、二者以上の相互作
用のなかで、どのような言語・非言語のやり
とりがあったのかを事後的に再構成し、どの
ような生の感情や、認知、行動があったのか
を振り返ることで、援助者としての自己理解
や援助的コミュニケーションを学ぶ方法で
ある。独自のワークシートをもとに、ある場
面のやりとりを逐語的に記載し、同時にその
時の感情や考え、行動を思い起こして記載す
る作業を行う。 

 手引きの内容としては、プロセスレコード
を活用する教育的意義を先行研究と試行的
取り組みのなかから提示し、実習前の展開方
法、実習中におけるプロセスレコードを活用
した指導方法とその具体的な例示、実習後の
展開方法、および今後の課題を記載した。 

 具体的な例示のなかでは、これまでに試行
的に行った指導例をもとに、実習生が記載し
たプロセスレコードのどこに注目し、どのよ
うにコメントを行うのかについて詳細を記
載した。 

 今後の課題として指摘したのは、実習 3 者
（学生・実習指導者・教員）の共通理解を得
ること、実際の活用のためには実習指導者へ
の研修が必要であること、学生が意義を感じ
られるための説明と練習の必要性、実際に実
習で役立つためのツールとしていくための
活用方法の模索、プロセスレコードを書けな
い学生への対応である。 



 

 

この冊子は、社会福祉士養成教育に携わる
現場の実習指導者や教員に配布して紹介す
るとともに、この方法に関する意義や課題に
ついて検討を行った。その上で、教員および
現場の実習指導者を対象に発表（第 21 回ア
ジア太平洋ソーシャルワーク会議、早稲田大
学）を行ったほか、実習指導者を対象とした
会議で冊子を用いて研修を行い、活用への意
識づけを行った。 

加えて、プロセスレコードを用いた実習指
導を、社会福祉士養成課程の履修者（学生）
に試行し、特に技術面の実践力向上のために
効果的であることを確認した。 

以上の結果から、社会福祉士養成教育にお
ける活用可能性を指摘し、さらなる普及のた
めの課題として、実習指導者が活用しやすく
するための工夫と環境整備のための検討の
継続が必要だと指摘した。 

これらの一連の検討内容は、社会福祉士養
成課程にとどまらず、現任訓練や現場研修に
おいても有用なものとなると考えられる。 
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